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≪平成２７年度予算≫

 

 

 

 

緑園地区社協 平成２６年度総会 

 

 

緑園地区社会福祉協議会は、５月１７日(日)に平成２６年度総会を緑園地域交流センターで開催、平成２６年度事業 

及び決算報告、平成２７年度の方針と事業計画、予算、役員選出の各案につき審議を行い、いずれも承認された。 

方針説明で後藤会長は、「今年は第２期地域福祉保健計画（６年間)の仕上げの年となる。『健康づくり、子ども・高齢者

の居場所の充実、障がいの理解』を３本柱にしっかり取り組むと共に、第３期（H28～H32）計画の策定時期でもあり、皆さんの

絶大なるご協力をお願いしたい。」と語った。 

役員選出では、各役員とも原案どおりに承認され、会長に菅野英夫氏、副会長には

小島優子氏と山中一彦氏がそれぞれ就任した。 菅野新会長は、「少子高齢化が進む

緑園を認識し、誰でもが楽しめる街になるよう進めていきたい」と抱負を述べた。 

【平成２７年度計画概要】 

≪定例会≫ ＊毎月第３金曜日(原則)    ≪広報活動≫ ＊ホームページ：随時更新 ＊社協だより：５回/年 

 

平成２７年度を迎えて地区社協の取り組み 
平成２７年７月１日 

会長 菅野 英夫 
 

日頃は、緑園地区社会福祉協議会（以下「緑園地区社協」と記す）の活動にご理解とご協力を賜り 

誠にありがとうございます。 私は、平成２７年度より緑園地区社協の会長を担当することとなりました  

菅野(すげの)と申します。 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

今年度の目標として、一つは、緑園地区関係の各種団体との協働事業の強化であります。連合自治会

はじめ、行政やケアプラザ、学校関係、民生児童委員、スポーツ推進委員、青少年指導員、子育て・

高齢者支援グループ等と共に福祉活動に取り組みます。二つ目は、地域住民と更なる交流の機会を多く持ち要望・意見を

聞きながら推進を図ることと致します。 是非地区社協や各種団体の行事・研修会・各種集いに積極的に参加いただき、

地域と共に進める福祉活動にしたいと思います。三つ目はボランティアへの参加のお願いです。緑園の地域活動は多く

のボランティアのご協力で行われていますがまだまだ十分ではありません。 地域に出て元気な高齢を楽しむまちにする

ために皆様のご支援を宜しくお願い致します。 

 さて、２７年は平成２８年から３２年迄の「第３期福祉保健計画」策定年度であります。 緑園地区は今後５年間で更なる

少子高齢化が見込まれ、最終年度では６５歳以上の高齢者が現状約２０％から３０％を占める地区と見込まれています。

地域福祉の向上がますます望まれています。健康づくりで高齢を楽しめる街に、現在地区社協で取り組み始めました。

平成２７年末までにはその概要を地域の皆様にお知らせすることができるようにしたいと思います。 

最後に地区社協の活動は、連合自治会を通してお願いしている「賛助会費」が活動の資金となっています。地域住民

の皆様の温かいご支援よろしくご協力お願い致します。 
                                                  以上 

≪平成２７年度 年間活動≫ 注）日程は変更になる場合があります。 
５月１７日 定期総会 １１月 中旬 施設訪問（新橋ホーム） 

６月２８日 ふれあいフェスティバル １１月１７日 
一人暮らし 
高齢者のお食事会 

７月２２日 施設訪問（名瀬の里） １２月２０日 子供と高齢者クリスマス会 

７月２６日 福祉保健計画研修会 ２月 下旬 泉区社会福祉大会 

８月２３日 福祉関係合同交流会 ３月 中旬 施設訪問（希望苑） 

１０月２５日 福祉ふれあい祭り ３月 下旬 福祉保健計画研修会 

１１月 １日 室内ゲーム大会 ３月 下旬 シルバーウォーク 

発行日 平成２７年７月２４日 
発行者 緑園地区社会福祉協議会 
代 表 菅野 英夫 
事務局 緑園地区社協 広報部 
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合計：1,425 

総会の様子 



 

 

 

後藤登美雄 
 

本年５月の総会をもって会長を退任することになりました。平成１８年５月に泉区社協より委嘱を受けて

以来９年間、多くの人々の協力を得て何とか務めることが出来ました。地域の皆さん、各種団体の皆さん、

そして役員の方々、長い間、大変御世話になり有難う御座居ました。 

振り返ってみれば、初めは、社会福祉協議会とは殆ど解らないまま引き継ぎ、当時の記憶では役員も

僅かで、主な事業は「ふれあい祭り」、「一人暮らし高齢者の食事会」、「高齢者の送迎」でした。平成１７年度に第１期福祉

保健計画が策定され、行政、区社協、ケアプラザなどの協力のもと、これに着手することになりました。地域で福祉活動を

行うためには“人と人、心と心の繋がり”が最も大切であるため、“人・和のあるまち緑園”をスローガンにして取り組み、「地

域がこうなったらいいなあ」を５カ年計画で始めました。平成１９年には、「エンジョイ・ライフメッセ」という、地域で活躍して

いる団体（６８団体）の見本市を開催し、また、連合自治会およびＲＣＡと協働で「地域活動ガイドブック」の作成を行い、

異世代交流の場を、街中、学校、商店などにアピールできました。 

今では、組織も充実し、行政を含めた各種団体の役員が参加する定例会を始め、老人ホームや障がい者施設の訪問、

研修会、講演会、「民生、友愛、ケアプラ交流会」などと活動の場を広げ、伝統ある「ふれあい祭り」も沢山の人々の参加で

年々盛大になり地域で喜ばれるようになりました。 社協活動を拡大できた要因の一つには広報活動があり、ネットと

ペーパーで効果を生みました。また、活動資金も事業の拡大により増加し、特に自主財源の確保も出来る様になりました。

一方、社協活動の理解度も深まり、賛助会費も年々増加傾向にあり、感謝しております。 

未だ残された課題もありますが、今後は新会長のもと、地区社協として大きく飛躍することを願っております。 

本当に有難う御座居ました。 

 

第１１回 
 

恒例の「緑園福祉ふれあいフェスティバル」が、６月２８日（日）緑園地域交流センターで開催された。今年で

第１１回となりますます人気を博すこの催しには、当地区のほか近隣の個人やグループが何と９６人・組も出演、

ハーモニカやフラダンス、日舞そしてカラオケと、日頃の練習の成果を競演した。国・県・市議会議員の先生方も

次々に登壇しご挨拶とカラオケ挑戦、最後はゲスト歌手の「はやとさん」と「田山ひろしさん」の歌謡ショーもあり、

来場した聴衆の皆さんともども大いに盛り上がった一日となった。このフェスティバルは当地区社協が掲げる活動テーマ

「人・和のあるまち緑園」のもと、「子どもから高齢者まで元気で活き活きと暮らし、気軽に交流できるまち」を目指す “住民

交流の場” として定着している。なお、収益の一部は、泉区社協が運営する善意銀行に寄付されることとなっている。 

 

 

 

 

 

緑園地区社会福祉協議会 http://www.ryokuen.gr.jp/external/shakyo/ 

関連記事は地区社協のホームページをご覧下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛助会費」は地区社協の福祉の応援団、「賛助会費」で貴方も緑園地区社協のサポーター！ 
賛助会費は地区社協の重要な活動資金として使用されます。皆様のご支援が地域の福祉の力となっています。

毎年自治会を通して、ご理解・ご協力をいただいています。               （緑園地区社会福祉協議会） 

緑園社協 検索 
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会場の一コマ 

毎月予定/曜日 行　　　　事 場　　　　所 主催団体等 備　　考

第２木、第４金曜日 高齢者対象サロン 緑園地域交流センター 13:30 緑園サロン

第１・第３木曜日 親と子のいばしょ 緑園地域交流センター 10:00 ぐりん 申込み不要

月・水・木・金曜日 親と子の居場所 ジスタス２Ｆ（郵便局上） 10:00 ピッコロひろば 申込み不要

第２火曜日 大人の居場所（ふらっと） 緑園地域交流センター 10:00 民児協 申込み不要

第２・第３水曜日、
第４金曜日

健康体操教室 緑園地域交流センター 毎月/日程回覧

第２土曜日 ヨガ教室 緑園西小学校 10:00 ＲＳＣ 毎月/日程回覧

第３日曜日 南北緑友会 緑園クラブハウス 11:00 緑友会 シニアクラブ

第３金曜日 緑園地区社協定例会 緑園地域交流センター 18:00 緑園地区社協 理事役員会

８月２３日（日）
民生･保活･友愛･ケアプラザ
合同研修会

緑園地域交流センター 9:00
緑園地区社協
区シ連

別途案内

１０月２５日（日） 緑園福祉ふれあい祭り 緑園西小学校 10:00 緑園地区社協 自治会経由案内

時間

 第２水/10:00、第３水/15:00
 第４金/15:00　　主催：ＲＳＣ




